
アルプススチール株式会社
http://www.alps-steel.com

女性の活躍女性管理職比率向上推進事業

「社内制度、職場環境から分かった

当社の課題とその改善策」



会社概要

• 社 名：アルプススチール株式会社

• 創 業：昭和１３年１０月１０日（１９３８年）

• 代 表 者：代表取締役 長谷川 茂

• 資 本 金：８，０００万円

• 従業員数：１６９名（平均年齢 ３６歳、男女比７：３）

• 管 理 職 ：男性９名、女性１名

• 業 種：金属製家具製造業

• 年 商：27.4億円（令和2年１１月）



≪取り組みチームの紹介≫

◆ 荻野 直子 （管理部 購買係 兼製造企画室 係長） 社歴10年

◆ 原 麗美 （管理部 経理課 主任） 社歴7年

◇ 加藤 早季子（製造部 第三工場） 社歴9年

◇ 藤谷 梨緒 （製造部 取付・出荷班） 社歴9年

◇ 新城 ゆい （製造部 プレス・折曲班） 社歴3年

◇ 山内 美歩 （製造部 スポット・組立班） 社歴3年

◇ 畑 秀人 （製造部 製造課 課長） 社歴36年

◇ 黒木 康宏 （製造部 製造課 課長） 社歴32年

◆ 大脇 剛 （管理部 総務課 係長） 社歴10年

※ ◇現場勤務 ◆事務所勤務



≪キックオフミーティング≫

『実施項目』

①社長から今回の取り組みに関しての意思表示

②女性活躍の現状、必要性の共有

③参加メンバーの自己紹介

実施日：2020年9月29日

☆ポイント☆

・トップの意思表示を行い、参加メンバーのベクトルを合わせる。

・ミーティングや会議に不慣れな社員が発言しやすいような環境
（雰囲気）を作る。

・取り組みの主役は女性社員であり、男性社員はサポートに回る。



≪第３回支援日≫ 

ゴールイメージ

キャリアプランの形成、昇進基準の明確化、ロールモデルの見え
る化などいろいろな課題ある中、『育児介護制度の浸透』に取り
組むことで決定。育児介護制度を分かりやすく社員に周知すると
共に、休業制度を取得しやすい職場環境を整えることで、育児や
介護による離職を防ぎ管理職を目指せる仕組みを作る。

実施日：2020年10月21日

『実施項目』

①各職場での課題の共有

②ゴールの決定



≪第４回支援日≫ 
実施日：2020年11月16日

『実施項目』

①育児介護休業規則の知らなかったことについての発表

②ペルソナ（仮想人物像）を立てて、不安要素の検討

意見が出やすくなるよう、育児班と介護班に分
けて同時に進めていくことに決定！！



≪第５回支援日≫ 
実施日：2020年12月16日

『実施項目』

①育児休業取得者、介護中の従業員へのインタビュー内容の発表

②ペルソナ（仮想人物像）を立てて、不安要素について話し合い

③休業を取得するためにどのような弊害があるのかについて話し合い

自分がしている仕事は休業中誰
がやってくれるんだろう．．？



≪第６回支援日≫ 
実施日：2021年1月8日

『実施項目』

①育児チーム、介護チームの資料をみて修正点を出し合う

②休業が取得しやすいようにするために社内で出来る取り組み

について話し合う

育児介護に関する資料を配布して
終了では本当に浸透しているかど
うか確認が取れない。

時間を取って各部署内で周知し、
合わせて意見も聞いてしまおう。



配布資料：育児休業チーム
裏面

表面



配布資料：介護休業チーム

表面

裏面



≪１月３０日現場ミーティング≫ 
実施日：2021年1月30日

『実施項目』

①育児介護の資料の読み合わせを行い制度の周知を図る

②付箋を使って、資料についての感想を提出



≪第７回支援日≫ ※支援最終回

今後の取り組み方針、取り組み事項

・現場から集まった意見に対するフィードバック

☛質問に関する回答や意見の集計などをまとめて再度周知

・多能工の人材育成を促進させる

☛休業等で欠員が出た際に他部署より応援に行ける体制を作る

つづく

実施日：2021年2月1日

『実施項目』

①各職場から集まった意見の確認

②今後の取り組み内容、スケジュールの打ち合わせ



今後の取り組み方針、取り組み事項

・繁忙期が明けた４月下旬から各職場のリーダーを集めミーティングを
実施する

☛どのようにしたら休業が気軽に取得できるようになるのか話し合う

実施日：2021年2月1日

・長期不在のシュミレーションを実施し問題点を浮き彫りにする

☛他部署に応援を出したり、長期休暇を取るなどし急な不在時の

課題を見える化し、改善を行っていく

☆最後に☆

働きやすい職場を作るには、会社が作ってくれるのをただ待つの
ではなく、社員一人ひとりが行動し自分たちで作っていく必要があ
るんだなと改めて感じました。今回の取り組みは、全従業員にとっ
てとても良い経験になったのではないかと思います。



最後までご清聴ありがとうございました。

Ｅ Ｎ Ｄ


